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島
地
地
区
老
人
会（
藤
坂
史
人
会
長
）の

皆
さ
ん
が
、今
年
、ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
の
栽

培
に
初
挑
戦
さ
れ
、見
事
に
大
き
な
か
ぼ

ち
ゃ
が
実
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、今
年
度
の
活
動
目
標
で
あ
る

「
健
康
で
楽
し
い
こ
と
を
し
よ
う
」「
地
域
に

貢
献
し
よ
う
」「
生
産
的
活
動
を
し
よ
う
」の

一
環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、か
ぼ
ち
ゃ
は
４

月
に
植
え
付
け
、草
取
り
や
果
実
へ
の
敷
き

物
当
て
作
業
を
経
て
、７
月
16
日
に
収
穫
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
有
田
實
吉
さ
ん
は
、「
色
づ
き

は
良
か
っ
た
が
、太
さ
が
足
ら
ん
だ
っ
た
け

ん
残
念
。来
年
は
50
～
60
キ
ロ
目
指
す
ば

い
。」と
早
く
も
来
年
へ
の
意
気
込
み
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

７
月
19
日
、町
長
室
に
お
い
て
県
中
体
連

出
場
選
手
の
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

水
泳
に
出
場
の
松
尾
紗
弥
さ
ん
は
、「
競

技
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
頑
張
り
ま

す
。」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

【
出
場
選
手
・
種
目
】

・
錦
戸　

祐
也
く
ん（
竜
北
中
３
年
）

　

柔
道（
男
子
個
人
）81
キ
ロ
超
級

・
國
岡　

綾
さ
ん（
竜
北
中
３
年
）

　

水
泳（
女
子
個
人
）自
由
形

・
濱
田　

昭
芳
く
ん（
氷
川
中
３
年
）ほ
か

　

23
人　

ラ
グ
ビ
ー

・
松
尾　

紗
弥
さ
ん（
氷
川
中
３
年
）

　

水
泳（
女
子
個
人
）自
由
形

・
橋
本　

匠
海
く
ん（
氷
川
中
１
年
）

　

空
手（
個
人
）形

　

７
月
22
日
、竜
北
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、第
７
回
氷
川
町
子
ど
も
会
球
技
大
会

（
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
）が
行
わ
れ
、10

子
ど
も
会
・
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

低
学
年
、高
学
年
の
部
に
分
け
て
行
わ
れ

た
試
合
で
は
、元
気
い
っ
ぱ
い
に
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
保
護
者

の
応
援
に
も
熱
が
入
り
、に
ぎ
や
か
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

電
力
不
足
が
予
測
さ
れ
、節
電
が
呼
び

掛
け
ら
れ
る
中
、町
内
で
も
つ
る
性
植
物
を

ネ
ッ
ト
に
か
ら
ま
せ
て
カ
ー
テ
ン
や
シ
ェ
ー

ド
風
に
仕
立
て
た「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」が
見

ら
れ
ま
す
。

　

氷
川
町
役
場
で
も
７
月
に
本
庁
、宮
原

振
興
局
に
ゴ
ー
ヤ
を
植
え
、緑
の
カ
ー
テ
ン

設
置
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
に
は
、窓
か
ら
の
日
差
し

を
遮
り
、室
内
温
度
の
上
昇
を
防
ぐ
の
は
も

ち
ろ
ん
、植
物
の
蒸
散
作
用
に
よ
っ
て
周
囲

を
冷
や
す
と
い
っ
た
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

９
月
に
な
り
ま
し
た
が
、日
差
し
も
強
く
、

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。皆
さ
ん
も

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▲今年最大は20kg！

▲左から、國岡綾さん、錦戸祐也くん、
　松尾紗弥さん、橋本匠海くん

▲懸命にボールを追う子どもたち

【大会結果】

▲窓一面を覆うゴーヤ

jaks√Zhr! 立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

詳しいお問い合わせ・お申し込み先　立神峡公園管理棟　☎62－1543（火曜定休日）

▲スライドを使った講議

▲初めての火打ち体験 ▲清流氷川での川遊び

八代アウトドアスクールとタイアップ！八代アウトドアスクールとタイアップ！
　7月26日、立神峡公園初の試みとして、八代市教育委員会生涯学習課とのタイアップ事業を行いました。
　県内の小学生39人とスタッフ20人に、火打石による火付けと川遊びを体験してもらう内容で、火打石体験は、河
原で火打石を探す所からスタートしました。
　最初は、火打石から火花を出すのも難しかったようですが、小さな火花が火口に落ち、火が灯った時には、大人か
らも大きな歓声が上がっていました。
　川遊びでは、ライフジャケットの正しい着用の仕方や、注意点を初めに学んでもらいました。その後、子どもたちは
みんな大はしゃぎで川遊びを楽しんでいました。
　今後もさまざまな団体と連携し、立神峡ならではの環境教育を行っていきたいと思います。

松本英揮氏講演会を終えて松本英揮氏講演会を終えて

八代市昭和小学校花炭体験八代市昭和小学校花炭体験

　7月21日、まちづくり情報銀行を会場に、松本英揮氏講演会「地球の詩とスライド」～チャリで巡った100ヶ国の環
境問題と父親の子育て～（立神峡公園管理組合主催、氷川町および氷川町教育委員会後援）を行いました。
　講師の松本英揮氏は、基本自転車で移動され、当日も6時に宮崎の自宅を自転車で出発、加久藤峠を超えて熊本に
入り、18時ごろ到着されました。

　7月30日、昭和小学校14人の子どもたちと花炭体験を行いました。
　手軽に炭が出来るということで参加者は、さまざまな材料を持ってきて炭にしていました。失敗したものもありま
したが、なぜ失敗したのかをきちんと伝え、子どもたちは終始目を丸くしながら説明を聞いていました。
　出来上がりに感動した子どもたちの中には、家で作り宿題で持っていくという嬉しい感想も出ました。
　身近なものが美しく、形が残り、鑑賞できる花炭。あなたも体験してみてはいかがですか。

　講演会では、環境先進国ドイツの町並みや、アフリカエイズ患
者のために考案された米ぬかを使った酵素風呂プロジェクトの取
り組み、キューバの有機野菜作りの取り組みなどスライドを使っ
て紹介されました。
　今回の参加者は40代から60代の人が大半を占めていました
が、「ぜひ、子どもたちにこの話を聞かせる機会を作ってほし
い。」という意見も聞かれました。
参加者感想
『車を使わない生活がドイツをはじめ各国で始まっている事を初
めて知った。』
『今年の夏は子どもと一緒に自転車で出かけてみたいです。』
『エコ生活の必要性を感じた。』
『非日常と思っている生活が本当の生活なのかもと感じました。』

低学年の部

優　勝 新　村

準優勝 桜ヶ丘

３　位 下　宮

高学年の部

優　勝 下鹿島

準優勝 東上宮

３　位 新　村


